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春はもうすぐそこに

庄原市まちづくり基本条例パンフレット発行

／平成 24 年度福祉タクシー券の交付が始まります 

コミュニティ助成事業で地域づくり／安心・安全な毎日のために

市政トピックス

第 15 回広島県雪合戦大会が開催！

カメラレポート

健康広場「ウオーキングを楽しみましょう」

お知らせ
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下水道はルールを守って使いましょう

平成 23 年度地域審議会開催

庄原市起業支援補助事業

とても大切な年金のお話し

外来での高額な医療費負担を軽減できます

市のホームページが変わります

森林所有者届出制度が 4 月からスタート
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市の天然記念物に指定されている、「節分草」の自生地（総領町）が公開中。

雪の多かった今冬も、春がすぐそこまで近づいてきています。公開は今月18 日（日）まで。
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ちょっと待って！それは流しても大丈夫？
下水道はルールを守って使いましょう！

下水道課管理係　☎０８２４−７３−１１７５

井
戸
水
な
ど（
上
水
道
以
外
の
水
）

を
ご
使
用
の
方
へ
お
願
い

　

下
水
道
、農
業
集
落
排
水
、市
町
村
設
置

型
浄
化
槽
を
ご
利
用
で
、上
水
道
以
外
の
水

を
使
用
し
て
い
る
方
が
、使
っ
て
い
る
水
の
種

類
が
変
わ
っ
た
り
、使
用
人
数
が
変
わ
っ
た

り
し
た
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。使

用
料
の
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す
の
で
速

や
か
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

例
○
井
戸
水
の
み
の
使
用
か
ら
、上
水
道
と
井

戸
水
の
併
用
に
な
っ
た

○
転
入
、転
出
、死
亡
、進
学
な
ど
に
よ
り

使
用
人
数
が
変
わ
っ
た

　

環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、区
域
内
で

下
水
道
へ
未
接
続
の
方
は
一
日
で
も
早
く

接
続
し
て
く
だ
さ
い
。浄
化
槽
処
理
区
域
で

浄
化
槽
を
未
設
置
の
方
は
、浄
化
槽
設
置

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※一例ですので必ずしもこの手順を踏む必要はありません。
※特に汚れがひどかったり、詰まっていたりする場合は、専門の業者に相談してください。

　「公共下水道」「農業集落排水」「浄化槽」は何でも
流せるというものではありません。これらの処理施設や排
水管は、ルールを守って使用しないと汚物が詰まり壊れて
しまう恐れがあります。排水管が詰まってしまうと、悪臭が

発生し汚水があふれ出るなど生活に支障をきたすことは
もちろん、環境汚染にもつながります。
　いま一度、下水道使用のルールを確認し、正しい利用
で快適な生活を送りましょう。

油や残飯を流さない。油
は新聞紙などに染み込
ませて、燃えるゴミとし
て出す。

水に溶けない紙（紙お
むつやティッシュペー
パーなど）は流さない。

ガソリンや灯
油、劇薬など
の有害物質は
絶対に流さな
い。

クリーン（分離）マスは定期
的に掃除をする。

誤って異物を流してしまっ
た場合は、すぐに下水道の
使用を中止し、宅内マスか
ら取り除くか下水道設備業
者へ相談する。

下水道使用の

ルール

　

タ
オ
ル
な
ど
の
布
や
紙
オ
ム
ツ
な
ど
の
水

に
溶
け
な
い
紙
、ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
や
木
片
が
下

水
道
へ
流
れ
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、汚
水
を

下
流
へ
送
水
す
る
ポ
ン
プ
が
壊
れ
る
と
い
う

事
例
が
実
際
に
起
こって
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、皆
さ
ん
が
気
を
つ
け
る
こ
と
に

よ
って
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 ま

す
排
水
管

公
共
ま
す

公
私
境
界

市が管理ご家庭での管理

排水設備 下水道

台所 浴室 トイレ マ
ン
ホ
ー
ル

下
水
本
管

クリーン（分離）マス ま
す

ま
す

処
理
場
は
、微
生
物
の
力
を

借
り
て
汚
水
を
き
れ
い
に
し

て
い
る
よ
。有
害
な
も
の
が
流

れ
て
く
る
と
微
生
物
が
死
ん

で
し
ま
い
、汚
水
を
き
れ
い
に

出
来
な
く
な
る
か
ら
絶
対
や

め
て
ね
。

ポ
ン
プ
の
異
常
を
検
知
！！

実
際
の
修
理
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

�ポンプの異常を検知したマンホールへ向かいま
す。

これがマンホールに設置しているポンプです。

�調査するとマンホールに設置しているポンプが止
まっていたので、引き上げて修理します。

�衣類が詰まったことが原因で、ポンプが止まってい
ました。

クリーン（分離）マスを清掃しましょう!
　台所からの排水は一度「クリーン（分離）マス」に入ります。このマスは生ゴミや油分が下流に流れないように、管
の詰まりを防ぐ役割があります。しかし、放っておくと油分が固まり、排水が流れなくなったり、汚水があふれ出したり
することがあります。１カ月に１回以上を目安にふたを開け、油のかたまりや固形物を取り除いてください。

ガソリン

油

台所排水の下流側にあります。

ホースやブラシなどを使い、汚れを
落します。

放置したり、排水路に流したりしない
ように。

きつく閉まっている場合はマイナス
ドライバーなどでこじ開けます。

除去物は水を切り、燃えるゴミとして
出します。

携帯電話などを落さないように。 残らずすくい上げます。

空けたままだと石や土砂などが入り
込みます。

❶

❶

❸

❷

❹

❷

➐❽

❸ ❹

❻ ❺

クリーンマスを探す

ふたを閉める

ふたを開ける

ゴミを処分する

かごを外す 野菜くずや油などを取り除く

マスやかごを洗浄する ゴミを新聞紙などに包む

下水道協会キャラクター
スイスイくん

クリーン（分離）マスを
設置しているご家庭の方へ

宅内配管のイメージ図年
に
数
十
件
は
処
理
施
設
に

異
常
が
発
生
し
て
い
ま
す

下水道はルールを守って使いましょう
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庄
原
市
起
業
支
援
補
助
事
業

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
）

商
工
観
光
課
企
業
立
地
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
７
８

企
画
課
企
画
調
整
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
８

　

地
域
資
源
の
活
用
や
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
業
し
地
域
を
元
気
に
す
る
方
を
支

援
す
る「
庄
原
市
起
業
支
援
補
助
事
業
」に
、本
年
度
申

請・採
択
さ
れ
た
５
件
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。　

　

補
助
金
の
交
付
予
定
金
額
は
、合
計
で
１
千
４
２
３
万

円
で
す
。

そ
ば
店
開
設（
庄
原
）

　庄原産のそばを活用し、七塚町でそば店
を開設する事業です。耕作放棄地対策とし
てそばの付加価値を高めることで、生産意欲
の向上と販売促進による地域活性化が期待
されます。

縫
製・染
色
店
開
設（
比
和
）　服の直しやリメイクのサービス、自然の草木

を使った染物製品を販売するための店舗な
どを整備する事業です。昨年開催された「さ
とやま博」の体験メニューとして、草木染め教
室が実施されています。

菓
子
加
工
所
開
設（
東
城
）

　休耕田で作られているトウモロコシや小麦
を使い、キャラメルポップコーンを中心とした
菓子加工所を開設する事業です。加工所で
の販売のほか、移動販売車によるイベントで
の販売など、にぎわい創出が期待されます。

平成２４年度事業の受け付けは、４月から５月までです。
詳しくは、商工観光課（☎０８２４−７３−１１７８）までお問い合わせください。

を

起
業

支
援

カ
フ
ェ
開
設（
総
領
）

　廃校になった小学校を改装して、子どもが
遊べ、大人がくつろげるカフェを開設する事業
です。地元で採れる食材を使ったお菓子や料
理の開発、イベントを通じた地域との交流など
が期待されます。

チ
ー
ズ
開
発（
庄
原
）

　県内１位の搾乳量を誇る庄原産の生乳と、
県立広島大学と共同開発を進める地元由来
の乳酸菌を利用し、高品質なナチュラルチー
ズを製造開発する事業です。健康食品であ
るチーズの特産化による観光客の増加など
地域経済の活性化が期待されます。

平
成
23
年
度 

地
域
審
議
会
開
催

　

本
年
度
の
地
域
審
議
会
が
12
月
下
旬
か

ら
１
月
中
旬
に
か
け
て
、市
内
７
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、平
成
22
年
度
の
長
期
総

合
計
画・
後
期
実
施
計
画
の
事
業
実
績
を

報
告
。平
成
22
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま

で
の
後
期
実
施
計
画
の
う
ち
、平
成
24
年
度

以
降
の
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
諮
問
し
、

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
性・重
要
性
の
高
い
事
業
の
計
画
的

な
実
施
に
向
け
、新
た
な
財
政
計
画
や
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
踏
ま
え
た
事
業

計
画
に
な
って
い
る
か
な
ど
、慎
重
に
検
討
さ

れ
ま
し
た
。審
議
の
結
果
、全
て
の
審
議
会

か
ら「
適
当
と
認
め
る
」旨
の
答
申
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

６年間合計 事業件数
１　協働の力で
　　笑顔が輝くまちづくり（自治・協働） 2,753,359 ３３

２　さとやま資源の活用で
　　地域が輝くまち（産業・交流） 7,733,782 １０３

３　自然との共生で
　　暮らしが輝くまち（環境・基盤・定住） 18,134,046 ２２６

４　心と体の健康づくりで
　　命が輝くまち（保健・福祉・医療） 11,773,914 ５９

５　ふるさとを愛する心で
　　人が輝くまち（教育・文化） 9,420,144 ５３

６　重点戦略プロジェクト 1,704,303 １４
合　　計 51,519,548 ４８８

■長期総合計画・後期実施計画事業費総括表（施策体系別）

特定事業…後期実施計画の中で必要性・緊急性･重要性などが高いものを重点的に実施する事業
①協働のまちづくり（自治振興区・自治振興センター化支援など）　②安全･安心な暮らしづくり（医療環境整備など）
③子育て支援･教育環境の整備（保育所･小中学校の耐震化対策など）　④重点プロジェクト（農業自立振興プロジェクト、観
光振興･定住促進プロジェクトなど）
※会議資料・審議経過は、市のホームページへ掲載しています。

事業 会計 区　　分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 合　　計

普
通
建
設

一
般

特定事業(37) 1,503,718 2,349,324 4,309,658 1,840,899 1,195,041 726,440 11,925,080
通常事業(312) 4,355,334 2,268,272 1,835,629 1,909,036 1,903,043 2,075,610 14,346,924
計 5,859,052 4,617,596 6,145,287 3,749,935 3,098,084 2,802,050 26,272,004
小中学校環境整備事業(1) 8,588 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 68,588
小　　計(350) 5,867,640 4,629,596 6,157,287 3,761,935 3,110,084 2,814,050 26,340,592

特
別

特定事業(0) 0 0 0 0 0 0 0
通常事業(11) 769,792 935,378 805,226 764,582 449,582 555,062 4,279,622
小　　計(11) 769,792 935,378 805,226 764,582 449,582 555,062 4,279,622

企
業

特定事業(1) 143,513 56,500 15,000 15,000 15,000 20,000 265,013
通常事業(4) 75,039 73,479 343,867 85,000 25,000 19,500 621,885
小　　計(5) 218,552 129,979 358,867 100,000 40,000 39,500 886,898

小
計

特定事業(38) 1,647,231 2,405,824 4,324,658 1,855,899 1,210,041 746,440 12,190,093
通常事業(328) 5,208,753 3,289,129 2,996,722 2,770,618 2,389,625 2,662,172 19,317,019
小　　計(366) 6,855,984 5,694,953 7,321,380 4,626,517 3,599,666 3,408,612 31,507,112

一
般 全

特定事業(0) 0 0 0 0 0 0 0
通常事業(122) 3,140,182 3,378,049 3,418,263 3,377,848 3,339,621 3,358,473 20,012,436
小　　計(122) 3,140,182 3,378,049 3,418,263 3,377,848 3,339,621 3,358,473 20,012,436

合　計
特定事業(38) 1,647,231 2,405,824 4,324,658 1,855,899 1,210,041 746,440 12,190,093
通常事業(450) 8,348,935 6,667,178 6,414,985 6,148,466 5,729,246 6,020,645 39,329,455
合　　計(488) 9,996,166 9,073,002 10,739,643 8,004,365 6,939,287 6,767,085 51,519,548

■（参考）長期総合計画・後期実施計画事業費総括表(全会計・全事業)

※小中学校環境整備事業は通常事業、( ) は事業件数

○休日急患センター整備事業【新規】
　�総事業費･･･１億円
　�＝「休日急患センター」を庄原赤十字病院周辺に
整備し、庄原市医師会などが診療を担うことによ
り、休日診療体制を安定的に維持する。
○東城小学校改築事業【変更】
　�変更後総事業費･･･12 億３,６４７万１千円
　�＝校舎建築面積の増加および事業内容見直しに
よる変更

○厳しい財政状況の中で、事業の必要性などを十
分検討し、真に必要な事業実施に努めること。

□主な新規・変更事業

□実施計画に対する主な意見

比和地区地域審議会のようす

（単位：千円・件）

（単位：千円）
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現
在
、入
院
診
療
で
の
窓
口
支
払
い
で

適
用
さ
れ
て
い
る「
限
度
額
適
用
」が
外
来

で
診
療
を
受
け
た
場
合
に
も
適
用
さ
れ
ま

す
。

　

外
来
で
の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
、限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど（
限
度
額
適

用
認
定
証
ま
た
は
限
度
額
適
用・標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
）や
健
康
保
険
証
を
事

前
に
提
示
す
れ
ば
、医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

（
同
じ
医
療
機
関
で
同
じ
月
）で
支
払
う

額
が
一
定
の
額
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
事
前
申
請

が
必
要
な
方
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

［
国
民
健
康
保
険
］

●
70
歳
未
満
の
方

●
70
歳
以
上
で
、住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

［
後
期
高
齢
者
医
療
］

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※
事
前
申
請
を
必
要
と
し
な
い
方
は
、現
在

お
持
ち
の
健
康
保
険
証
の
提
示
で
適
用
さ

れ
ま
す
。

申
請
方
法

　

保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

室
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、健
康
保
険
証
と

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

注
意

　

同
一
医
療
機
関
同
一
月
に
窓
口
で
支
払

う
額
が
、下
表
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
る
場
合
に
、限
度
額
適
用
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

自己負担限度額（月単位）

住民税
70 歳未満 70 歳以上・後期高齢者医療

区　分 限度額（外来） 区　　分 限度額（外来）

課税
世帯

①上位所得者
（所得が６００万円を
超える場合）

150,000 円＋(医療費－500,000 円）×1% 
【４回目から 83,400 円】

④現役並所得者 
（窓口負担：３割） 44,400 円

②一般 80,100 円＋(医療費－267,000 円）×1% 
【４回目から 44,400 円】

⑤一般 
（窓口負担：１割） 12,000 円

非課税
世帯 ③低所得者 35,400 円 

【4 回目から 24,600 円】

⑥低所得Ⅱ 
（窓口負担：１割） 
⑦低所得Ⅰ 

（窓口負担：１割）

 8,000 円

※医療機関ごとに、外来での医療費が高額になったとき、窓口で支払う額を表の限度額までに抑えられます。
※太線で囲まれた方（①②③⑥⑦）は、限度額認定証などの提示が必要です。
※複数の医療機関での外来の窓口負担の合計が限度額を超える場合は、原則高額療養費の支給申請が必要です。

国民健康保険・
後期高齢者医療

４月１日から
外来での高額な
医療費負担を
軽減できます

子
ど
も
さ
ん
、お
孫
さ
ん
な
ど

ご
家
族
の
方
に
も
ぜ
ひ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
８

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、男
性
79・64
歳
、

女
性
86・39
歳（
平
成
22
年
）で
す
。

　

も
し
も
、公
的
年
金
が
な
か
っ
た
ら
、こ
の

長
い
老
後
の
生
活
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。

　

老
後
に
備
え
て
貯
蓄
を
し
て
お
く
な
ど
、

個
人
の
自
助
努
力
で
対
応
し
て
い
く
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。個
人
の
自
助
努
力
で
老
後
に

備
え
る
の
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、物
価
や

資
産
価
値
の
変
動
を
予
測
す
る
こ
と
や
、何

歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

老
後
生
活
の
設
計
を
行
う
こ
と
に
も
限
界

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、こ
の
年
金
制
度

は
長
い
老
後
の
生
活
を
安
心
で
き
る
も
の

と
す
る
た
め
に
、必
要
と
さ
れ
て
い
る
制
度

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

◎
子
ど
も
た
ち
の
生
活
も
保
障

　

年
金
は
、高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
に
初
め

て
か
か
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち

で
す
が
、若
い
と
き
か
ら
意
外
と
か
か
わ
り

が
深
い
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、一
家
の
担
い
手
が
亡
く
な
ら
れ

た
と
き
に
は
、遺
族
年
金
を
受
給
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、公
的
年
金
制
度
に
加
入
す
る
の

は
、就
職
ま
た
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
す

が
、公
的
年
金
制
度
に
加
入
す
る
前
に
発

生
し
た
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
は
、20
歳
以
後
、障
害
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、世
代
間
扶
養
の
仕
組
み
に

基
づ
い
た
公
的
年
金
制
度
は
、大
人
だ
け
で

な
く
、制
度
に
加
入
す
る
前
の
子
ど
も
た
ち

の
生
活
も
保
障
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ
○国民健康保険の方は、保健医療課国保年金係　　☎０８２４−７３−１１５８　または各支所市民生活室
○後期高齢者医療の方は、保健医療課医療予防係　☎０８２４−７３−１１５５　または各支所市民生活室

H24

庄原市中
本町１丁

目

庄原　太
郎

庄原　太
郎

H17 3 31

H24

一般

7 30
H24 4 1

3 30 H24

庄原市中本町１丁目
庄原　太郎
庄原　太郎
H17 3 31

H24
一般

7 30

H24 4 1

3 30

国民健康保険限度額適用認定証 後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証 国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、国
民
年
金
に
加

入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
「
年
金
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
」

と
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
国
民
年
金
に

は
次
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
試
算
で
は
、例
え
ば
昭

和
60
年
生
ま
れ（
平
成
17
年
に
20
歳
）の

方
で
も
、納
め
た
保
険
料
の
１・７
倍
以
上

の
給
付
が
受
け
ら
れ
る
計
算
と
な
り
ま

す
。（
※
保
険
料
を
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

40
年
間
納
付
し
、65
歳
か
ら
平
均
寿
命

ま
で
年
金
を
受
給
す
る
も
の
と
仮
定
。）

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、２

分
の
１（
平
成
21
年
３
月
分
ま
で
は
３
分

の
１
）が
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、支

払
っ
た
保
険
料
を
上
回
る
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
計
算
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、生
き
て
い
る
限
り
年
金

が
受
け
取
れ
る
一
生
涯
の
保
障
で
あ
り
、

老
後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、老
後
の
保
障
だ
け
で

な
く
、加
入
者
が
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
り
障

害
が
残
っ
た
と
き
は「
障
害
基
礎
年
金
」、

亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
は
、そ
の
遺
族
に

「
遺
族
基
礎
年
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

納
め
た
保
険
料
は
、確
定
申
告
の
際
に

全
額
が「
社
会
保
険
料
控
除
」と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
合
わ
せ
て
、年

金
を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
仕
組
み
に
よ
り
年
金
額
が
改
定
さ
れ

る
た
め
、年
金
に
加
入（
20
歳
）し
て
か
ら

年
金
を
受
給（
65
歳
）す
る
ま
で
の
間
、

経
済・社
会
が
大
き
く
変
動
し
た
と
し
て

も
、年
金
の
価
値
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

◎
国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

ど
の
世
代
も
、平
均
寿
命
ま
で
年
金
を

も
ら
う
と「
払
い
損
」に
な
り
ま
せ
ん

メ
リ
ッ
ト
１

ケ
ガ
や
病
気
、万
が
一
の
と
き
に
も

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

メ
リ
ッ
ト
3

納
め
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象

メ
リ
ッ
ト
4

国
民
年
金
は
経
済
の
変
動
に
も

負
け
ま
せ
ん

メ
リ
ッ
ト
5

老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

メ
リ
ッ
ト
2

『
と
て
も
大
切
な
年
金
』

の
お
話
し

年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

三
次
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

３
１
０
７

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
８

※�入院診療で既に限度額適用認定証などをお持ちの方は、
有効期限まで改めて申請する必要はありません。

○各認定証の見本



広報 2012.3 8広報2012.39

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
４

森
林
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

昨
年
の
森
林
法
改
正
に
伴
い
、森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
、

４
月
か
ら
市
町
村
長
への
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

■
届
け
出
対
象
者

　

個
人・法
人
を
問
わ
ず
、売
買
や
相
続
な

ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し

た
方
は
、面
積
に
関
わ
ら
ず
届
け
出
が
必
要

で
す
。

※
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買

契
約
を
届
け
出
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

■
届
け
出
期
間　

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以

内
に
、取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
長
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
事
項　

　

届
け
出
者
と
前
所
有
者
の
住
所・氏
名
、

所
有
者
と
な
っ
た
年
月
日
、所
有
権
移
転
の

原
因
、土
地
の
所
在・面
積
、土
地
の
用
途
な

ど
を
記
載
し
ま
す
。

《
添
付
書
類
》

①
登
記
事
項
証
明
書
ま
た
は
土
地
売
買
契

約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か

る
書
類
の
写
し

②
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

※
無
届
け・虚
偽
届
け
出
に
は
罰
則
が
あ
り

ま
す

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、目
的
、樹
種
、面
積
、間
伐
、主
伐
の
別

を
問
わ
ず
事
前
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。た

だ
し
、森
林
施
業
計
画
ま
た
は
森
林
経
営

計
画
に
基
づ
い
た
伐
採
の
場
合
は
、事
後
の

届
け
出
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
森
林

　

民
有
林（
地
域
森
林
計
画
の
対
象
森
林
）

が
対
象
で
す
。森
林
施
業
計
画
を
立
て
て
い

る
森
林
は
、事
後
の
届
け
出
と
な
り
ま
す
。

※
自
己
所
有
の
森
林
で
も
届
け
出
は
必
要

で
す
。

■
届
け
出
期
間

　

伐
採
を
始
め
る
90
日
前
か
ら
30
日
前
ま

で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

林
業
振
興
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室・産
業
建
設
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
届
出
様
式
は
、受
付
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
に
は
、伐
採
届

と
一
緒
に
造
林
届（
一
体
様
式
）を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。届
け
出
は
土
地
の

所
有
者
、立
木
の
伐
採
者
の
い
ず
れ
か
が
行

い
ま
す
。所
有
者・伐
採
者
と
造
林
す
る
方

が
異
な
る
場
合
は
、双
方
が
連
名
で
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

■
無
届
け
伐
採
を
行
っ
た
場
合

　

市
が
伐
採
の
中
止
や
伐
採
後
に
造
林
さ

せ
る
よ
う
命
令
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
、保
安
林
な
ど
制
限
林
に
指
定

さ
れ
て
い
る
森
林
伐
採
を
行
う
場
合
は
、別

途
、県
に
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、林
業
振
興
課（
☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
４
）ま
た
は
各
支
所
地
域

振
興
室・産
業
建
設
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

森
林
の
伐
採
も
届
け
出
が
必
要
で
す

　

市
は
、さ
ら
な
る
情
報
発
信
の
充
実
を
目

指
し
て
、３
月
８
日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

利
用
者
が
わ
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
、利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

❶ 

ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新

　

文
字
サ
イ
ズ
や
ボ
タ
ン
を
大
き
く
す
る
と

市のホームページが変わります
ホームページアドレス

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｓｈｏｂａｒａ．ｈｉｒｏｓｈｉｍａ．ｊｐ/
情報政策課広報広聴係　☎０８２４−７３−１１５９

と
も
に
、情
報
の
入
り
口
を
増
や
し
、情
報
へ

た
ど
り
着
き
や
す
く
し
ま
し
た
。

❷ 

ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

　
（
使
い
や
す
さ
）に
配
慮

　

音
声
読
み
上
げ
や
文
字
の
拡
大
、配
色
の

変
更
な
ど
の
機
能
を
追
加
し
、お
年
寄
り
や

障
害
の
あ
る
方
の
閲
覧
に
配
慮
し
ま
し
た
。

❸
携
帯
電
話
対
応
ペ
ー
ジ
を
新
設

　

外
出
先
な
ど
か
ら
も
携
帯
電
話
で
情
報

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

❹
外
部
サ
ー
バ
の
利
用
で
、つ
な
が
り
や

す
さ
と
安
全
性
を
確
保

　

通
信
環
境
が
良
く
災
害
に
遭
い
に
く
い

場
所
へ
設
置
さ
れ
た
市
外
の
サ
ー
バ
で
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
運
用
。つ
な
が
り
や
す
さ
と
安

定
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

❺
そ
の
他

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
、イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
の

設
置
、グ
ー
グ
ル・マ
ッ
プ
を
利
用
し
た
位
置

情
報
の
添
付
、新
着
情
報
の
Ｒ
Ｓ
Ｓ
配
信
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
追
加
し
、使
い
や

す
さ
を
向
上
し
ま
し
た
。

■
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
と
お
願
い
■

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
に
よ
り
、リ

ニュ
ー
ア
ル
後
、数
日
間
は
、古
い
ペ
ー
ジ
が
表

示
さ
れ
た
り
、表
示
に
時
間
が
か
か
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
っ
た
こ

と
に
伴
い
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
以
外
の
各
ペ
ー
ジ

の
ア
ド
レ
ス
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。各
ペ
ー
ジ

を「
お
気
に
入
り
」や「
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
」に
登

録
し
て
い
る
方
や
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
リ
ン

ク
を
設
定
し
て
い
る
方
は
、市
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
か
ら
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
、登
録・設
定
変
更

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
主
な
内
容

Renewal
リニューアル

※実際の画面は少し異なります。
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市
内
の
自
治
振
興
区
や
自
治
会
な
ど
が
、

宝
く
じ
を
財
源
と
す
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
採
択
を
受
け
て
、備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
の

促
進
と
、そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

行
う
事
業
で
、宝
く
じ
を
財
源
に
一
定
の
基

準
を
設
け
て
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
年
度
助
成
を
受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
は
、活
動
基
盤
の
整
備
が
図
ら
れ
、地

域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
ま

す
。

実施団体名 整備備品 事業費（円） 助成金（円）

川西下自治振興区
（東城）

ゼミテーブル・折りイス・折りイス収納台
車・ノートパソコン・プロジェクター・スク
リーン・カラーレーザー複合機

１，１１１，６００ １，１００，０００

永田ふれあい自治会
（口和） 太鼓・浴衣・帯 ２，１８４，３１５ ２，１００，０００

大月自治会
（口和）

太鼓・太鼓ケース・獅子頭・テント・グラウン
ドゴルフセット ２，２１６，０００ ２，２００，０００

木屋自治会
（総領）

歩行草刈機・斜面草刈機・照明設備一式・
ノートパソコン・プリンター・デジタルカメラ １，６１３，８５０ １，６００，０００

合　計 ７，１２５，７６５ ７，０００，０００

整備した太鼓・獅子頭を活用し
地域行事を行う大月自治会

宝
く
じ
の
財
源
で
備
品
を
整
備

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
０
９

自
治
振
興
課　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
０
９

安心・安全な
毎日のために

庄原警察署　☎０８２４−７２−０１１０

交通事故から
子どもたちを

守ろう！

子
ど
も
の
事
故
の
傾
向

○
飛
び
出
し

子
ど
も
の
事
故
原
因
の
ト
ッ
プ
で
す
。

○
一
人
歩
き

交
通
量
の
多
い
道
路
や
踏
切
付
近
で
の

子
ど
も
の
一
人
歩
き
は
危
険
で
す
。

○
車
両
の
直
前
、直
後
を
横
断

駐
停
車
し
て
い
る
バ
ス
な
ど
の
直
前
直
後

の
横
断
は
危
険
で
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

○
正
し
い
横
断
の
仕
方
を
身
に
付
け
る

よ
う
に
繰
り
返
し
教
え
ま
し
ょ
う
。

○
保
護
者
自
ら
交
通
規
制
を
守
り
、手

本
を
示
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

○
通
学
路
、生
活
道
路
な
ど
を
通
行
す

る
と
き
は
、飛
び
出
し
な
ど
を
予
測
し
た

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
駐
車
車
両
が
あ
る
場
合
は
、車
の
陰
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

罪
種
別
で
は
窃
盗
が
最
も
多
く
、全

体
の
71・９
％
。特
に
万
引
き
が
28
件（
前

年
比
＋
11
件
）と
増
加
し
て
い
ま
す
。こ

れ
は
、「
万
引
き
追
放
宣
言
の
店
」運
動

に
よ
り
、店
舗
と
連
携
を
強
化
し
た
こ
と

で
、万
引
き
に
対
し
て
厳
し
く
対
応
し
て

い
る
結
果
で
す
。

　

器
物
損
壊
は
、駐
車
中
の
車
両
を
鋭

利
な
金
属
で
傷
付
け
ら
れ
る
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。「
駐
車
場
に
は
防
犯

灯
」を
合
い
言
葉
に
、被
害
に
遭
い
に
く
い

環
境
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

罪種別事件発生件数

罪種 全件数 凶悪犯 粗暴犯 詐欺など 窃盗 器物損壊 その他

Ｈ２３年 １８２ ３ ３ １１ １３１ ２０ １４

Ｈ２２年 １６２ ２ ５ ７ １１３ ２７ ８

前年比 ＋２０ ＋１ －２ ＋４ ＋１８ －７ ＋６

市
内
の
事
件
発
生
状
況
と
特
徴

万引きは犯罪です！！

　

市
は
、障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、タ
ク
シ
ー
料
金
を
助
成
す

る「
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
」を
交
付
し
て
い
ま

す
。

●
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
申
請
窓
口
は
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支

所
の
市
民
生
活
室
で
す
。

【
対
象
者
】

　

市
内
に
住
所
が
あ
って
、次
の
①
～
③
の
い

ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳

　

１
級
、２
級
、３
級
、４
級

②
療
育
手
帳
Ⓐ
、Ａ
、Ⓑ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

１
級
、２
級

【
申
請
時
期
】

　

申
請
は
、新
年
度
の

予
算
議
決
後（
３
月
26

日
の
予
定
）か
ら
受
け

付
け
を
開
始
し
ま
す
。

（
使
用
で
き
る
の
は
、

４
月
１
日
か
ら
で
す
）

【
助
成
内
容
】

　

１
枚
３
０
０
円
分
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

72
枚
交
付
し
ま
す
。（
平
成
24
年
５
月
以
降

に
新
た
に
手
帳
を
取
得
ま
た
は
転
入
し
た

方
は
、そ
の
月
に
応
じ
て
交
付
枚
数
が
少
な

く
な
り
ま
す
）

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】　

●
障
害
者
手
帳

●
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑

※
血
液
透
析
を
受
け
て
い
る
方
は
、血
液
透

析
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
、ま
た
は
交
通
費
の

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

○
障
害
者
手
帳

○
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑

○
医
療
機
関
の
証
明（
タ
ク
シ
ー
券
を
選
択

さ
れ
る
新
規
の
方
）

【
手
続
き・問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−
７
３

−

１
２
１
０

各
支
所
市
民
生
活
室

平
成
24
年
度

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

３
月
26
日
か
ら
申
請
受
付

〔
血
液
透
析
タ
ク
シ
ー
券
〕

庄
原
市（
ふ
る
さ
と
）を
大
切
に
思
っ
て
い
ま
す
か
？

 

暮
ら
し
の
中
で
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？

子
ど
も
た
ち
が
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
で
す
か
？

パンフレットの表紙

　条文や概要をまとめたＡ４版カラー８
ページの冊子です。
　３月 19 日付けで各戸へ配布する予定
です。
　ご希望の方は、自治振興課までご連絡
ください。

庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

私
た
ち
が
進
め
る

「
市
民
が
主
役
」の
ま
ち
づ
く
り

を
発
行
し
ま
す
！

　

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
こ
と
を
、

も
っ
と「
大
好
き
」に
な
る
た
め
に
、

今
自
分
が
で
き
る
こ
と
、地
域
で
で

き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
！

「
庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」４
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
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TOPIX
市政トピックス

農 業
委 員 会

農 業
振 興 課

情 報
政 策 課

農
業
の
課
題
共
有
と
振
興
を
図
る
た
め
に

農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
開
催

研
究
の
成
果
を
市
の
産
業
振
興
に
生
か
す

バ
イ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
に
向
け
て

市
民
説
明
会
を
開
催

　

市
農
業
委
員
会
と
市
内
の
農
業
者
と
の

意
見
交
換
会
が
１
月
27
日
、庄
原
市
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、市
内
の
農
業
法

人
の
代
表
者
や
農
業
委
員
な
ど
合
わ
せ
て

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、基
調
講
演
で
広
島
経
済
大
学
経

済
学
部
准
教
授
の
山
本
公
平
さ
ん
が
、新

規
就
農
者
の
受
け
入
れ
方
法
や
人
づ
く
り

の
重
要
性
、４
月
か
ら
新
た
に
導
入
さ
れ
る

農
業
補
助

制
度
を
う

ま
く
利
用

す
る
方
法

な
ど
を
、事

例
を
交
え

て
紹
介
。参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、10
～
15
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

グ
ル
ー
プ
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
営
農
状
況
や
課

題
な
ど
を
出
し
合
い
な
が
ら
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
い
い
意
見
交
換
が
で
き

た
。農
業
者
同
士
の
交
流
の
輪
が
も
っ
と
広
が

れ
ば
い
い
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

市
農
業
委
員
会
は
、こ
の
会
で
出
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
今
後
の
農
業
振
興
施

策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生 涯
学 習 課

東 城
支 所

ス
キ
ー
が
う
ま
く
な
り
た
い
！

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
１
５
９
人

高
齢
者
な
ど
の
お
で
か
け
を
応
援

バ
ス
利
用
で
商
店
の
割
引
特
典
「
お
で
か
け
カ
ー
ド
」

　

ス
キ
ー
の
基
本
技
術
習
得
と
競
技
技
術

の
向
上
を
目
指
す「
ス
キ
ー
教
室
」を
１
月

29
日
、ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
ス
キ
ー
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
４
回
目
と
な
る
こ
の
教
室
は
、レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の一環
と
し
て
行
って

い
る
も
の
で
、市
内
の
小・中
学
生
を
中
心
に

１
５
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、技
術
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
５
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、庄
原
市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
連

　

超
高
速
情
報
通
信
網
整
備
に
係
る
市
民

説
明
会
が
２
月
１
日
か
ら
16

日
の
間
、市
内
７
会
場
で
開
催

さ
れ
、63
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

説
明
会
で
は
、市
が
昨
年

11
月
に
打
ち
出
し
た
超
高
速

情
報
通
信
網
整
備
の
方
向
性

（
広
報
し
ょ
う
ば
ら
12
月
号

に
掲
載
）を
説
明
し
た
の
ち
、

参
加
者
か
ら
意
見
を
伺
う
形

式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
１
日
も

　

東
城
支
所
は
、昨
年
12
月
か
ら
、高
齢
者

な
ど
が
バ
ス
を
利
用
す
る
外
出
支
援
と
地

元
商
店
の
活
性
化
を
目
的
に
、東
城
町
商

工
会
、乗
合
バ
ス
事
業
者
と
連
携
し
て
、バ
ス

利
用
特
典「
お
で
か
け
カ
ー
ド
」の
社
会
実

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、東
城
地
域
を
運
行
す
る

備
北
交
通
と
中
国
バ
ス
の
路
線
バ
ス（
高
速

バ
ス
を
除
く
）19
路
線
が
対
象
で
、利
用
者

は
バ
ス
に
乗
車
す
る
ご
と
に
運
転
手
か
ら
ス

タ
ン
プ
を
１
つ
押
し
て
も
ら
い
、ス
タ
ン
プ
が

10
個
集
ま
る
と「
お
で
か
け
カ
ー
ド
」加
盟

運転手からスタンプを押してもらう利用者

レベルに合わせ講師が指導（初心者クラス）

活発に意見交換する参加者

講演する山本准教授

地元食材を使用した商品を試食

研究発表の様子

トマトムース

おでかけカード（表）

早
く
整
備
し
て
ほ
し
い
」「
今
回
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
地
域
を
計
画
に

入
れ
る
べ
き
」「
現
在
の
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
で
十
分
。税
金
を

使
っ
て
整
備
す
べ
き
で
な

い
」な
ど
、多
様
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
今
回
出
さ
れ
た
意

見
を
来
年
度
に
設
置
さ
れ

る
検
討
委
員
会（
仮
称
）に

提
出
し
、整
備
の
手
法
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
予
定
で

す
。

合
会
の
講
師
の
指
導
の
も
と
、ス
キ
ー
技
術

の
習
得
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

上
級
ク
ラ
ス
に
参
加
し
た
40
代
の
男
性
は

「
講
師
の
ス
キ
ー
技
術
と
指
導
力
の
高
さ
に

驚
い
た
。最
新
の
滑
り
方
を
教
わ
り
、よ
り

ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
そ
う
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
来
年
度
も

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

県
立
広
島
大
学
や
庄
原・三
次
地
域
の
企

業
、行
政
な
ど
で
組
織
す
る
備
北
バ
イ
オ
の
里

づ
く
り
推
進
協
議
会
は
１
月
27
日
、庄
原
市

総
合
体
育
館
で
バ
イ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
、市
内
外
か
ら
77
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、各
機
関
が
研
究・実

践
成
果
を
発
表
し
、産
業
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、県
立
広
島
大
学
の
学
生
が

「『
規
格
外
ト
マ
ト
を
用
い
た
加
工
の
開

発
』な
ど
４
つ
の
卒
業
論
文
と
、２
つ
の
中
間

報
告
」、庄
原
実
業
高
校
食
品
工
学
科
３
年

生
が「
濃
縮
ト
マ
ト
果
肉
と
唐
辛
子
粉
末
が

入
っ
た
グ
リ
ッ
シ
ー
ニ（
パ
ン
）に
リ
コ
ピ
ン
と
カ

説明会の様子（口和地域）

おでかけカード（裏）

プ
サ
イ
シ
ン
が
ど
の
く
ら
い
含
ま
れ
て
い
る

か
の
調
査
」、農
業
技
術
大
学
校
が「
降
霜

地
帯
で
８
月
に
咲
く
露
地
栽
培
の
キ
ク
の

直
挿
し
栽
培
の
試
み
」、Ｊ
Ａ
庄
原
が「
庄

原
育
苗
セ
ン
タ
ー
無
農
薬
処
理
施
設
の
概

要
」を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、今
後
も
備
北
地
域
の
資

源
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ

る
開
発
、普
及
、実
用
化
に
取
り
組
み
、産

業
振
興
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

店
34
店
舗
で
割
引
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

割
引
率
は
加
盟
店
共
通
で
、お
買
い
物
代

金
の
３
％
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。

　

カ
ー
ド
は
バ
ス
車
内・加
盟
店・東
城
支
所

で
配
布
し
て
お
り
、ス
タ
ン
プ
押
印
期
間
は

６
月
30
日
ま
で
、割
引
特
典
は
７
月
31
日
ま

で
受
け
ら
れ
ま
す
。　

　

利
用
者
か
ら
は「
バ
ス
を
利
用
す
る
楽
し

み
が
増
え
た
」と
好
評
で
、社
会
実
験
後
は

そ
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、本
格
実
施
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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Snowball Fight!!
　白銀がまぶしい高野スポーツ広場で２月４日・
５日、「第１５回広島県雪合戦大会」が開催！
　県内外から９５チーム、選手や観客など合わ
せて約４,０００人が来場し、雪合戦と鍋＆漬物
グランプリで熱戦が繰り広げられました。

①②１人２球を持ってラインへ整列。試
合開始の笛で雪上のドラマの幕が上が
る／③１チーム７人が縦１０m、横３６m
のコート内で対戦／④⑩ヘッドワーク・
フットワーク・チームワークに優れた
チームが勝利を呼び込む／⑤⑥⑦どち
らが制すかわからないシェルター越しの
攻防は目が離せない／⑧相手チームの
フラッグを抜けば勝利。寸前で被弾しア
ウト／⑨試合後はお互いを称え合う

㉔シェルターに隠れる相手は、山なりで上から攻撃するのがポイント／㉕㉖１セット90 個、１試合 270
個の雪球作り。雪球製造機で作る／㉗広島東洋カープで活躍した庄原市出身の小林誠二さんが初参戦

⑪滝口季彦市長が歓迎のごあいさつ／⑫湯﨑英彦広島県知事ほか多くの来
賓の方が激励に駆けつけた／⑬㉒観戦しても楽しい雪合戦／⑭⑯㉚㉛32鍋
グランプリで 12メニューが競い合った／⑮漬物グランプリは大根の部に 18、
大根以外の部に 22 品が出品された／⑰⑱大会を盛り上げた女子アナウン
サーチーム／⑲⑳親子連れでにぎわったサブイベント会場／㉑太鼓演奏など
のステージイベントも／㉓とことん雪合戦を楽しむと笑顔に／㉘広島カープ、
カープ OB 有志の会チームも参戦。スライリーの登場に子どもたちは大喜び
／㉙豪華景品が当たる福招きもちまき大抽選会はフィナーレの目玉

雪上で熱く　 えた２日間
① ②

③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔ ㉕ ㉖ ㉗

㉘ ㉙ ㉚ ㉛ 32
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カメラレポート
ぐるっと庄原。
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Camera Report
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　日南市の訪問団が１月２１日、庄原市を訪れ、庄原市
カープ応援隊事務局と交流しました。
　日南市と宮崎県の観光関係者からなる訪問団は、１月
２２日に開催された都道府県対抗ひろしま男子駅伝に合
わせ、カープ日南キャンプ５０周年記念のＰＲを行うため
に広島を訪れたもので、これを機会に日ごろからカープ
の応援を通して交流のある庄原市を訪問しました。

　この日は、
庄原特産の
食材を用い
たメニュー
で昼食交流
会を行った

後、国営備北丘陵公園と市
役所を訪問しました。公園で
は、開催中の「冬咲きぼたん
展」や、庄原のふるさとの味

「はぶそう茶」を楽しみまし
た。
　日南市サンフレッシュレ
ディーの榎木田恵里奈さん
は「庄原はすごく良いところ。また来たい！」と笑顔で話
し、庄原市カープ応援隊実行委員会の塩本誠二委員長
は「２月の日南キャンプ訪問を前に一段と絆が深まった。
今年もカープの勝利を願いながらそれぞれの市を盛り
上げていく思いをひとつにできた」と喜んでいました。

　比和放課後児童クラブの子どもたち１８人が１月４日、
年頭の書き初めと絵馬づくりを行いました。
　書道講師でもある同クラブ指導員の谷口直美さんが、
書道の基本となる止め方やはらい方などをやさしく指
導。子どもたちは真剣な表情で半紙に向い、題目の「春
光」「希望」「正月」など力強い作品を完成させました。
　また、絵馬づくりでは、一人一人が今年の抱負を考え、

「漢字をていねいに書く」「算数をがんばる」「バレーで
サーブを決める」などと書き込み、折り紙で飾り絵馬を完
成。
　出来上がった書き初めと絵馬は、クラブ室内に飾り付
け、みんな笑顔で気持ちを新たにしていました。

REPORT 4 REPORT 1カープが縁で深まる絆
宮崎県から日南市訪問団が来庄

気持ち新たに書初めと絵馬づくり
比和放課後児童クラブ

　薬物の乱用防止への関心や認識を高めることなどを
目的にした「薬物乱用防止教室」が１月１６日、美古登小
学校の５･６年生２２人を対象に開催されました。
　当日は、西城広島ライオンズクラブ３人と庄原警察署
西城交番長が講師となり、違法な薬物の中毒性や副作
用などの危険性を説明し、実際の事例をもとにした寸劇
で、薬物の恐ろしさを伝えました。講師からの「正しい知
識を持ち、誘われても断る勇気を持つことが必要」とい
う投げかけに、子どもたちも真剣な表情で聞き入ってい

ました。
　児童からは「乱用をしたら元に戻れないとわかった」

「誘われてもや
らない」などと
いった感想が聞
かれ「薬物はダ
メ・ゼッタイ！」と
の認識を高めて
いました。

　今年で６回目となる「ためしげ福寿草まつり」を開催す
る、ためしげ福寿草まつり実行委員会が、３月上旬からの

一般公開に向け
て本格的な準備
を始めました。
　同実行委員会
は、東城町久代
為重地区に自生
する福寿草を求
めて来場する観
光客により楽し

んでもらおうと、毎年遊歩道の整備や案内看板の設置、
休憩所への写真展示などを行っています。
　回を重ねるごとに、九州・京阪神方面からの来場者が
増えており、準備するメンバーも力が入ります。
　自生しているのは『ミチノクフクジュソウ』という種類
で、斜面いっぱいを黄色に染める姿は３月中旬から１カ月
程度楽しめ、各種バザーや催しが行われる「ためしげ福
寿草まつり」は３月２４日（土）・２５日（日）の両日、福寿草
自生地周辺特設会場で開催される予定です。
　詳しくは、ためしげ福寿草まつり実行委員会事務局

（☎０８４７７－２－２７８４）まで。

REPORT 5
REPORT 2

違法薬物は「ダメ・ゼッタイ！」
美古登小学校で薬物乱用防止教室

雪融けとともに準備
ためしげ福寿草まつり

　しょうばら国際交流協会主催
の日本語学習者による日本語ス
ピーチコンテストが２月１２日、
庄原市保健センターで開催され
ました。
　第１０回目を迎えるこのコン
テストに、県北部に在住の外国

人１０人が出場。１００人を超える聴衆が見守る中、日ご
ろの日本語学習の成果を発表しました。
　発表者は、“日本に来て感じたこと”“母国や家族へ
の想い”といったテーマをそれぞれ設定し、５分以内でス
ピーチを行いました。

　金賞を受賞した中国出身の李林蓉さん（安芸高田市
在住）は、目標としていた日本語検定に合格することが
できた経験を通じ、「何事にも挑戦することが大切」と語
りかけていました。そのほかの発表者も「緊張したけど
楽しかった。
もっと日本
語を勉強し
ていきたい」
とさらなる
意欲を見せ
ていました。

　総領中学校２年生が２月３日、総領小学校３年生が２月
６日、「とうろう菓子づくり」を体験しました。
　とうろう菓子は、ひな祭り用の花の代用として飾られ
た地方独自の飾りです。
　子どもたちは、総領町稲草西自治会老人部の皆さん
の指導を受けながら、樽、提灯、まりなどをかたどった枠に
赤や黄に着色したもちを入れて焼き、はみ出した部分を
丁寧に切り取るなどして、柳や桃の枝に飾り付けました。
　体験した中学生は「すごくわかりやすく教えてくださっ
たので、楽しく作業ができた」「伝統を守りたいと思った」
と話していました。

REPORT 6 REPORT 3外国人が日本語学習の成果を発表
日本語スピーチコンテスト

手作りとうろう菓子完成！
総領小・中学生がとうろう菓子つくり体験

▲書き初めに取り組む子どもたち

▲釜野祐二西城交番長の話に聞き入る児童

▲ゆめさくらで記念撮影

▲日南市からお土産が贈呈

▲休憩所へ昨年の開花写真を展示する
　実行委員会メンバー

▲紙ひもを付け
　組み合わせて完成

▲型枠で焼く作業

▲発表する李さん

▲発表者全員で記念撮影
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カメラレポート
ぐるっと庄原。Camera Report
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カメラレポート
ぐるっと庄原。
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　高野の大鬼谷オートキャンプ場で１月２８日・２９日の２
日間、体験イベント「かまくら体験と雪あそびｉｎ大鬼谷」
が開催されました。
　西日本では珍しい雪中キャンプができる大鬼谷オート
キャンプ場では、冬をおもいっきり楽しんでもらおうと雪
を使った体験イベントを毎年開催しています。
　このイベントに広島市や岡山県などから１３家族５９
人が参加しました。
　初日は、ジャンボかまくら作りやソリ遊び、スノーランタ
ン作りなどを体験。２日目はスポーツ雪合戦などを楽し
みました。
　スノーランタン作りでは、一家族ごとに簡単な道具
と雪を使って、縦横２０センチほどの雪のランタンを約
２００個作成。スタッフの誘導でロウソクを立てながら、

サイト内に等間隔に並べていきました。点灯するとやわ
らかい明かりが浮かび上がり、参加者はその幻想的な光
に魅せられていました。
　支配人の須安道秀さんは「とても好評をいただいてい
る。さらに定着するように来年以降も開催していきたい」
と話していました。

楽
し
く
続
け
る
コ
ツ
！

●
歩
数
を
あ
ま
り
気
に
せ
ず
、気
楽
に
歩
く

●
初
心
者
は
手
始
め
に
、平
た
ん
な
道
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る

●
だ
れ
か
と
一
緒
に
、話
を
し
な
が
ら
歩
く

●
周
り
の
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
、歩
い
て
良

か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
を
探
し
た
り
す
る

●
無
理
せ
ず
歩
き
方
を
工
夫
す
る

●
歩
い
た
日
に
印
を
つ
け
た
り
、コ
ー
ス
や
距

離
な
ど
を
記
録
し
た
り
す
る

●
い
つ
も
と
違
う
コ
ー
ス
を
歩
き
、マ
ン
ネ
リ

化
を
防
ぐ

●
頑
張
れ
た
と
き
は
、自
分
で
自
分
を
ほ
め

る
さ
あ
始
め
よ
う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

市
は
、気
軽
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と「
庄
原
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マッ
プ
に
は
、歩
き
方
の
基
本
や
地
域

ご
と
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。ま
だ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
な

い
と
い
う
人
は
、ぜ
ひ
こ
の
マ
ッ
プ
を
手
に
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

３
月
に
な
り
少
し
ず
つ
暖
か
く
な
り
、体

を
動
か
す
の
に
良
い
気
候
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
、景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
は
？

●
健
康
づ
く
り（
運
動
不
足
解
消
）

●
基
礎
体
力
の
維
持・増
強

●
肥
満
の
予
防
と
改
善

●
生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
と

改
善

（
高
血
圧・糖
尿
病
な
ど
）

●
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

●
ス
ト
レ
ス
の
軽
減

●
認
知
症
予
防（
老
化
予
防
）

　

そ
の
ほ
か
、続
け
る
こ
と
で
循

環
器
系・
呼
吸
器
系
の
機
能
が

向
上
し
、心
臓
発
作
、脳
卒
中
の

予
防
に
役
立
つ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

安
全
に
歩
く
た
め
の
注
意
！

●
体
調
に
不
安
が
あ
る
方
は
、

医
師
な
ど
に
相
談
し
て
か
ら
始

め
る

●
少
し
ず
つ
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離
を
増
や
す

●
空
腹
時
や
食
事
直
後
は
避

け
る

●
体
調
が
悪
い
時
は
、中
止
す
る

●
途
中
で
体
の
ど
こ
か
に
異
常

を
感
じ
た
ら
、す
ぐ
に
休
憩
を
と
る

●
自
分
の
目
的
に
合
っ
た
強
度
や
方
法
で
行

う（
マ
イ
ペ
ー
ス
が
大
切
）

●
準
備・整
理
体
操
を
す
る

●
自
分
に
合
っ
た
靴
を
は
く

●
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る

●
夜
は
一
人
で
は
歩
か
ず
、反
射
タ
ス
キ
な

ど
を
利
用
す
る

保
健
師　

井
之
口
幸
恵

東
城
支
所
市
民
生
活
室

ウオーキングを
楽しみましょう

▲スノーランタンが
辺りをやさしく照らす

▲かまくらの中で楽しく
食事をとる参加者

　文化財防火デーに合わせた火災想定訓練が１月２１～
２９日の間、市内各地域で行われました。
　これは、昭和２４年１月２６日に国宝法隆寺金堂の壁画
が焼損したことを機に、同日が文化財防火デーと定めら
れ、この日を中心に全国各地で文化財の防火運動が展
開されています。
　総領地域では１月２１日、三次消防署甲奴出張所、庄
原市消防団総領方面隊が参加し、放水訓練を実施。団
員たちは、総領郷土資料館で火災が発生したという想

定のもと、寒空の中白
い息を吐きながら真
剣に取り組んでいまし
た。
　市危機管理課の清
水孝清課長は「文化
財を火災などから守り
後世に承継するためには、こういった訓練がとても大切。
地域ぐるみで取り組んでほしい」と呼びかけています。

REPORT 7文化財を火災から守るために
市内各地で火災想定訓練

REPORT 8高野の冬をとことん楽しむ
大鬼谷オートキャンプ場で雪遊び体験

　「スノーフェスタ ｉｎ 口和」が１月２９日、金尾原元スキー
場で開催され、市内外から約１５０人が参加しました。
　このイベントは、地元の宮内自治会を中心に口和町観
光交流協会などが組織する実行委員会が主催するもの
で、雪に楽しむメニューを企画し毎年開催しています。
　雪に恵まれた今回は、かまくら作りやそりすべりジャン
プ大会、雪中宝探しなどが行われました。
　そりすべりジャンプ大会では、子どもたちが勢いよくそ
りに乗り込み、記録を狙って約５０ｍの斜面に設けられた
大きなジャンプ台にチャレンジ。きれいにジャンプを決め
る子、コースから外れて転び雪まみれになる子など、雪

の冷たさも忘れてみんな歓声を上げ楽しんでいました。
　昼食には猪肉入りのうどん、おでん、おやつタイムには
ぜんざいが参加者に振る舞われ、冷えた体を温めました。
　町外から参加者した方は「雪道は怖かったけど、かまく
ら作りやいろんな雪の体験できてとても楽しかった。また
来年も家族で参加したい」と声を弾ませていました。

REPORT 9元スキー場で雪遊びを楽しむ
口和でスノーフェスタが開催

▲完成したかまくら▲そりジャンプを楽しむ親子

▲放水訓練をする消防団員
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身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
肢
体
］　

３
月
15
日（
木
）

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４

−

６

−

１

※
１
週
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で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
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人
権
相
談
（
特
設
）

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

３
月
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日（
火
）・４
月
３
日（
火
）
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時
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分
～
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時
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分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
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３
月
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日（
木
）

13
時
30
分
～
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時
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分

と
こ
ろ

口
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域

と
き　

４
月
10
日（
火
）

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
総
領
地
域

と
き　

４
月
11
日（
水
）

９
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

２
５
７
２

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

３
月
15
日（
木
）・４
月
19
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童

課
子
育
て
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き

３
月
23
日（
金
）・４
月
27
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

市
民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所（
三
次

市
十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ

の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

と
き

３
月
21
日（
水
）・４
月
17
日（
火
）

13
時
～
14
時
30
分

（
４
月
は
14
時
ま
で
）

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料・匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

４
月
11
日（
水
）

13
時
～
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

５
１
８
１

無
料
法
律
相
談

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法

テ
ラ
ス
）は
、民
事
法
律
扶
助
制

度
を
利
用
し
た
、弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。相
談
会
は
予
約
制
で
、定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

と
き　

４
月
14
日（
土
）

13
時
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

定
員　

６
人

相
談
時
間　

一
人
30
分

予
約
開
始
日　

４
月
２
日（
月
）

※
９
時
～
17
時
受
け
付
け

※
収
入
な
ど
が
一
定
額
以
下
の

方
が
対
象
で
す
。

※
相
談
内
容
は
、民
事・家
事
で
、

刑
事
事
件
に
関
す
る
も
の
は
対

象
外
で
す
。

　

詳
し
く
は
、法
テ
ラ
ス
広
島
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

法
テ
ラ
ス
広
島

☎
０
５
０

−

３
３
８
３

−

５
４
８
４

無
料
登
記
相
談

　

国
民
の
重
要
な
財
産
で
あ
る

土
地
や
建
物
は
、法
務
局
に
あ

る
登
記
簿
に
記
録（
登
記
）す
る

こ
と
に
よ
り
、そ
の
権
利
が
保
全

さ
れ
ま
す
。と
こ
ろ
が
、土
地
の

位
置
や
範
囲
が
不
明
と
な
って
い

る
も
の
や
、境
界
紛
争
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

　

４
月
１
日
の「
表
示
登
記
の

日
」に
合
わ
せ
、無
料
登
記
相
談

を
行
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と
き

４
月
１
日（
日
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

ジ
ョ
イ
フ
ル
な
が
え

相
談
内
容　

①
土
地・建
物
の
登
記（
土
地
の

分
筆・地
目
変
更
な
ど
）②
土
地

の
所
在
な
ど（
相
続
し
た
土
地
の

所
在
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
）③
土

地
の
境
界
な
ど（
隣
と
の
境
界
が

は
っ
き
り
し
な
い
な
ど
）

に
関
す
る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
三

次
支
部
長
岡
事
務
所

☎
０
９
０

−

１
０
１
２

−

２
８
７
５

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債

務
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
、解
決
の
た
め
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日（
祝

日
、年
末
年
始
除
く
）

９
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
休
み
）

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
２
８

催

　

し

時
悠
館
春
休
み
特
別
展

第
22
回
中
国
山
地
豊
か
な
自
然

写
真
展

　

里
山
の
自
然
と
民
俗
行
事
を

写
し
た
作
品
展
。比
和
自
然
科
学

博
物
館
主
催
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
29
点
を
展
示
し
ま
す
。

と
き

３
月
15
日（
木
）～
４
月
３
日（
火
）

９
時
～
17
時

と
こ
ろ　

時
悠
館

入
館
料

高
校
生
以
上
４
０
０
円�

問
い
合
わ
せ

☎
０
８
４
７
７

−

６

−

０
１
６
１

東
城
ま
ち
な
み
春
ま
つ
り

○
桜
町
通
り
ぼ
ん
ぼ
り

　

東
城
川
沿
い
の
桜
並
木
の
ぼ

ん
ぼ
り
に
灯
を
と
も
し
ま
す
。

川
面
に
映
る
明
か
り
が
幻
想
的

な
雰
囲
気
で
夜
を
彩
り
ま
す
。

と
き

３
月
25
日（
日
）～
５
月
12
日（
土
）

予
定

○
旧
暦
ひ
な
人
形
飾
り

　

東
城
市
街
地
の
商
店
や
民
家

に
伝
わ
る
ひ
な
人
形
や
手
作
り

の
ひ
な
人
形
な
ど
が
展
示
さ
れ

ま
す
。町
歩
き
を
楽
し
み
な
が

ら
あ
た
た
か
く
懐
か
し
い
時
間

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

と
き

４
月
17
日（
火
）～
23
日（
月
）

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
０
０
３

銀
の
道　

食
の
祭
典

海
の
幸
・
山
の
幸
を
味
わ
お
う
！

　

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、山
陽
と
山
陰
を
結
ぶ「
銀
の

道
」プ
ロ
ジェク
ト
の
一
つ
と
し
て
、

「
食
の
祭
典
」を
開
催
し
ま
す
。

　

瀬
戸
内
の「
か
き
小
屋
」や
日

本
海
の
鮮
魚
、中
国
山
地
の
和

牛・山
菜
、ご
当
地
な
ら
で
は
の
グ

ル
メ
が
堪
能
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、

「
銀
の
道
」沿
線
地
域
の
特
産

Ｐ
Ｒ
や
石
見
神
楽・県
北
神
楽
の

ス
テ
ー
ジ
も
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

と
き

３
月
17
日（
土
）・18
日（
日
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー

観
光
情
報
誌「
備
北
の
か
が
や
き
」

Vol.
６（
春
・
夏
編
）を
発
行
予
定

　

庄
原
市・
三
次
市
の
春
か
ら

夏
ま
で
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
、知
っ
て
お
得
な
ミ
ニ
情
報

が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
事
務
局

☎
０
８
２
４

−

４
４

−

３
８
５
５

自
殺
予
防
啓
発
映
画
の

上
映
内
容
が
変
わ
り
ま
す

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
２
月
号
で

お
知
ら
せ
し
た
、自
殺
予
防
啓

発
映
画「
ツ
レ
が
う
つ
に
な
り
ま

し
て
。」を
都
合
に
よ
り
次
の
作

品
に
変
更
し
ま
す
。

上
映
作
品　
「
酔
い
が
さ
め
た

ら
、う
ち
に
帰
ろ
う
。」

※
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
テ
ー
マ

に
し
た
映
画
で
す
。自
殺
と
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
の
関
連
は
強
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
き　

３
月
17
日（
土
）

13
時
30
分
～（
開
場
13
時
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
５
５

そ

の

他

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す

　

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
縦
覧
は
、納
税
者
の
皆
さ

ん
が
自
己
の
所
有
す
る
土
地・家

屋
の
評
価
額
を
、縦
覧
帳
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
他
の
土
地・家
屋

と
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。縦

覧
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、固
定
資
産
税
の
課
税

明
細
は
、５
月
に
送
付
す
る
納

税
通
知
書
お
よ
び
課
税
明
細

書
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

縦
覧
期
間

４
月
２
日（
月
）～
５
月
31
日（
木
）

（
平
日
の
み
）

８
時
30
分
～
17
時
30
分

縦
覧
場
所

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生

活
室

縦
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税（
土
地
･
家
屋
）

の
納
税
者
本
人
ま
た
は
そ
の
同

居
の
家
族

②
納
税
者
の
同
意
書
ま
た
は
委

任
状
を
持
参
す
る
人

③
納
税
管
理
人

④
法
人
の
場
合
は
、代
表
者
ま

～かっこ悪くても、傷ついても、
一緒に生きる。家族だから。～

た
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
人

⑤
法
定
代
理
人

（
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
４
４

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

平
成
24
年
度
は

固
定
資
産
評
価
替
の
年
で
す

　

固
定
資
産
の
う
ち
土
地
と
家

屋
は
、基
準
年
度（
３
年
ご
と
）

に
評
価
替
え
を
行
っ
て
お
り
、平

成
24
年
度
は
評
価
替
え
の
年
で

す
。

　

納
税
者
の
方
に
は
、５
月
中
旬

に
納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、評
価
替

え
後
の
評
価
額
ま
た
は
課
税
標

準
額
な
ど
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、税
務
課
資

産
税
係
ま
た
は
各
支
所
市
民
生

活
室
市
民
生
活
係
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
４
４
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information

ＪＲ芸備線のダイヤが変更されます　３月１７日（土）から広島県北部地域職業訓練センター受講生募集
　ＪＲ西日本は、利用者の減少などから利用客の利用状況に合った運行とするため、芸備線のダイヤが３月１７日
から変更されます。
　これにより、一部のダイヤが減便、休日運休、臨時列車の運行となります。
　乗車される際は時刻表などを確認し、お間違えのないようご注意ください。

広島県北部地域職業訓練センターでは、各種講座の受講生を募集しています。

▼３月 17 日以降の時刻表

【下り】備後落合　⇒　三次
駅　　名 発着時刻
備後落合 6：40 － 9：07 12：54 14：38 17：11 － 19：09

… … … … … … … … …
備後西城 7：01 － 9：27 13：14 14：59 17：32 － 19：30

… … … … … … … … …
備後庄原 7：31 8：28 9：55 13：50 15：27 18：02 19：04 19：58

… … … … … … … … …
三次 8：06 9：01 10：27 14：26 15：59 18：33 19：40 20：31

※太枠内の備後庄原駅 8：28 発は休日運休、備後落合駅 12：54 発は臨時列車のため運転日要確認

【上り】三次　⇒　備後落合
駅　　名 発着時刻

三次 6：56 7：49 10：47 13：12 14：53 16：28 17：30 19：22
… … … … … … … … …

備後庄原 7：31 8：22 11：20 13：45 15：27 17：01 18：02 19：58
… … … … … … … … …

備後西城 7：58 － 11：47 14：12 15：54 － 18：28 20：24
… … … … … … … … …

備後落合 8：17 － 12：06 14：31 16：14 － 18：46 20：43
※太枠内の三次駅 7：49 発は休日運休、三次駅 10：47 発は臨時列車のため運転日要確認

問い合わせ　ＪＲ西日本広島支社三次鉄道部　☎ 0824-62-2445

自衛官募集　～平和を仕事にする～

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

陸・海・空
自衛隊幹部候補生

平成２５年４月１日現在
２２歳～２６歳未満の方

【※２０歳～２８歳未満の方も受験
できます。詳しくは三次地域事務
所にお問い合わせください】

４月２７日（金）まで
【締切必着】

５月１２日（土）・１３日（日）
※１３日は筆記式操縦適性検査

（飛行要員希望者のみ）

　問い合わせ　自衛隊三次地域事務所　☎ 0824-62-0350 ／総務課行政係　☎ 0824-73-1123

種 目

ミニテニス、ラージボール卓球、ラージボール卓球
（初心者）、キッズ体操、シェイプアップエクササイ
ズ、エアロビクス、パワーヨガ、喜楽体操、エスキー
テニス、ペタンク、グラウンド・ゴルフ、ユニカール、ス
ローピッチソフトボール

入会金
高校生・一般３千円　中学生以下２千円
※別途参加種目ごとのクラブ会費（１千円～９千円）
が必要です。

　市民の健康づくりの場「庄原さくらスポーツクラブ」は、４
月からの会員を募集しています。
　健康の維持、増進のため一緒に貯筋に励みましょう！

ところ　市総合体育館など
申し込み・問い合わせ　庄原さくらスポーツクラブ事務局
　　　　　　　　　　☎０８２４−７２−６８８０

講座名 期間 時間 定員
（人） 受講料

初歩からのＷｏｒｄ＆Ｅｘｃｅｌ
マスターコース

４月２日～６月１４日
月・木

１８時３０分
～２０時３０分 １０ 会員２２，０００円（テキスト代別）

一般２２，０００円（テキスト代別）

Ｗｏｒｄマスターコース ４月２日～５月１０日
月・木

１８時３０分
～２０時３０分 １０ 会員１２，０００円（テキスト代別）

一般１２，０００円（テキスト代別）

パソコン基礎コース ４月３～１９日
火・木 １０時～１２時 １０ 会員７，０００円（テキスト代別）

一般７，０００円（テキスト代別）

Ｗｏｒｄステップ１　基本編 ４月２４日～５月１５日
火・木 １０時～１２時 １０ 会員７，０００円（テキスト代別）

一般７，０００円（テキスト代別）

Ｗｏｒｄ＆Ｅｘｃｅｌ　基本編 ４月２４日～６月５日
火・木 １０時～１２時 １０ 会員１３，０００円（テキスト代別）

一般１３，０００円（テキスト代別）
日商簿記３級受験準備講座

（昼の部）
４月３日～６月７日
火・木 １３時３０分～１６時 １５ 会員１５，０００円（テキスト代別）

一般１８，０００円（テキスト代別）
日商簿記３級受験準備講座

（夜の部）
４月３日～６月７日
火・木 １８時３０分～２１時 １５ 会員１５，０００円（テキスト代別）

一般１８，０００円（テキスト代別）

新入社員研修 ４月９、１０、１１日
月・火・水 ９時～１６時 ３０ 会員１４，０００円（昼食費込み）

一般１７，０００円（昼食費込み）

英会話講座 ４月５日～９月２７日
木

１８時３０分
～２０時３０分 １０ 会員５，０００円／月（テキスト代別）

一般５，０００円／月（テキスト代別）

手話講座 ４月５日～９月２７日
木

１８時３０分
～２０時３０分 １０ 会員３，０００円／月（テキスト代別）

一般３，０００円／月（テキスト代別）
※時間は変更になる場合があります。　※定員になり次第、受付を締め切りますのでご了承ください。

職業訓練法人�広島北部地域職業能力開発協会
雇用・能力開発機構委託広島北部地域職業訓練センター
（〒７２８−００２３広島県三次市東酒屋町３０６−６９）　☎０８２４−６２−８５００（ＦＡＸ兼）
ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｈｖｔｃ．ａｃ．ｊｐ

申し込み・問い合わせ

（要予約）

庄原さくらスポーツクラブ会員募集
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●
西
日
本
一
番
！
３
０
０
品

種
、５
０
万
球
の
ス
イ
セ
ン
が
咲

き
広
が
り
ま
す
！

　

公
園
で
は
ス
イ
セ
ン
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト「
ス
イ
セ
ン
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
」を
３
月
17
日（
土
）か
ら
開

催
し
ま
す
。３
月
下
旬
か
ら
４

月
中
旬
に
か
け
て
、白
や
黄
色
の

色
鮮
や
か
な
ス
イ
セ
ン
が
丘
一
面

に
咲
き
広
が
り
ま
す
。一
番
の

自
慢
は
３
０
０
品
種
の
ス
イ
セ
ン

を
そ
ろ
え
た
こ
と
。西
日
本
で
は

一
番
の
規
模（
※
）で
す
。

50
万
本
の
ス
イ
セ
ン
が
次
々
に
咲

き
続
け
る
景
色
は
見
応
え
が
あ

り
ま
す
。

　
ス
イ
セ
ン
は
世
界
中
で
古
代
か

ら
愛
好
さ
れ
、品
種
改
良
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。花
の
形
、

色
の
違
い
に
よ
っ
て
約
２
万
６
千

品
種
以
上
の
ス
イ
セ
ン
が
英
国
王

立
園
芸
協
会
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

※
都
市
公
園
に
お
い
て・公
園
調
べ

　
●
ス
イ
セ
ン
の
見
ご
ろ

　

公
園
の
ス
イ
セ
ン
は
、花
を
咲

か
せ
る
時
期
に
よ
って「
早
咲
き
」

「
中
咲
き
」「
遅
咲
き
」の
品
種

に
大
別
さ
れ
ま
す
。早
咲
き
品

種
は
３
月
上
旬
ご
ろ
か
ら
一
部

の
品
種
が
花
を
咲
か
せ
、続
い
て

中
咲
き
品
種
は
３
月
中
旬
～
下

旬
、遅
咲
き
品
種
は
３
月
下
旬

～
４
月
上
旬
に
か
け
て
花
を
咲

か
せ
ま
す
。

　
ス
イ
セ
ン
が
一
面
に
咲
き
そ
ろ

う
時
期
は
、お
お
む
ね
３
月
下
旬

か
ら
４
月
上
旬
ご
ろ
で
す
。開
花

時
期
は
天
候
、気
温
に
よ
っ
て
前

後
し
ま
す
。最
新
の
開
花
状
況

は
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「スイセンファンタジー
２０１２」開催！

問い合わせ　備北公園管理センター
☎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

●
ス
イ
セ
ン
観
察
会

　

ス
イ
セ
ン
の
育
て
方
、見
分
け

方
、由
来
な
ど
、知
っ
て
う
れ
し
い

ス
イ
セ
ン
に
ま
つ
わ
る
お
話
が
楽

し
い
観
察
会
で
す
。講
師
は
ス
イ

セ
ン
お
じ
さ
ん
こ
と
三
宅
幹
雄
さ

ん
。た
く
み
な
話
術
に
引
き
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

と
き　

３
月
25
日（
日
）、４
月
１

日（
日
）、８
日（
日
）

13
時
～
15
時　

と
こ
ろ　
ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン

　●
ス
イ
セ
ン・ハ
ン
ド
メ
イ
ド

〈
緑
の
小
び
ん・ス
イ
セ
ン
ペ
ン
ダ
ン

ト
〉〈
ナ
チ
ュラ
ル・ス
イ
セ
ン
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
〉

　

ス
イ
セ
ン
の
切
り
花
を
使
っ
た

ク
ラ
フ
ト
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
思
い
出
づ

く
り
に
も
ぴっ
た
り
。

講
師　

大
谷　

朱
美
さ
ん

と
き　
４
月
７
日（
土
）、８
日（
日
）

10
時
～
12
時
、13
時
～
15
時

と
こ
ろ　
ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン

※
材
料
代
が
必
要
で
す
。

３月 17日（土）～４月 15日（日）※予定

あっぱれ
庄原
全国レベルの大会出場
者、全国・県レベルの大
会、市が共催する各種大
会などの上位入賞者を掲
載します。（敬称略）

全
国
大
会

全
国
小
学
生

雪
合
戦
大
会

（
１
月
22
日・徳
島
県
三
好
市
）

優
勝　

高
野
雪
合
戦
部・青

全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会（
ス
キ
ー
）

（
１
月
30
日
～
２
月
３
日・山
形
県
）

●
女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

●
女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

御
調　

沙
代

（
如
水
館
高
３
年・比
和
町
）

濱
田　
　

空

（
鳥
取
城
北
高
２
年・東
城
町
）

国
民
体
育
大
会

冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

（
２
月
14
～
17
日・岐
阜
県
）

●
成
年
男
子
Ｂ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム

瀬
尾　

亮
介（
東
城
町
）

●
少
年
女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

ラ
ロ
ー
ム

濱
田　
　

空

（
鳥
取
城
北
高
２
年・東
城
町
）

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

全
国
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
競
技
会

（
３
月
18
～
20
日・北
海
道
）

田
邉　

謙
介（
東
城
小
６
年
）

全
国
高
等
学
校
な
ぎ
な
た

選
抜
大
会

（
３
月
24
～
25
日・伊
丹
市
）

足
立　

龍
邦

（
庄
原
格
致
高
２
年
）

森
本
真
由
子

（
庄
原
実
業
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
選
抜

卓
球
大
会

（
３
月
23
～
25
日・秋
田
県
）

中
田　

一
也

（
近
大
付
属
福
山
高
２
年・高
町
）

堀　
　

美
陽

（
近
大
付
属
福
山
高
２
年・小
用
町
）

堀
田
真
奈
美

（
近
大
付
属
福
山
高
１
年・上
谷
町
）

全
国
学
生
俳
句
大
会

小
学
生
の
部　

大
賞

森
多
む
つ
み（
比
和
小
６
年
）

世
界
こ
ど
も
ハ
イ
ク

コ
ン
テ
ス
ト
日
本
大
会

大
賞

実
延
大
二
郎（
比
和
小
６
年
）

入
賞

小
田　

朋
佳（
比
和
小
２
年
）

立
花　

咲
愛（
比
和
小
３
年
）

杠　
　

翔
希（
比
和
小
４
年
）

次
山　

令
子（
比
和
小
６
年
）

矢
内　
　

輝（
比
和
小
６
年
）

森
多
む
つ
み（
比
和
小
６
年
）

県
大
会
な
ど

広
島
県
高
等
学
校
な
ぎ
な

た
新
人
戦（
試
合
の
部
）

（
１
月
29
日・
広
島
市
南
区
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

●
男
子
個
人
の
部　

優
勝

足
立　

龍
邦

（
庄
原
格
致
高
２
年
）

●
女
子
個
人
の
部　

優
勝

森
本
真
由
子

（
庄
原
実
業
高
２
年
）

広
島
県
高
校
総
体

ス
キ
ー
大
会

（
１
月
11
日
～
13
日・芸
北
国
際

ス
キ
ー
場
）

●
女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

第
４
位

御
調　

沙
代

（
如
水
館
高
３
年・比
和
町
）

●
女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

第
２
位

御
調　

沙
代

（
如
水
館
高
３
年・比
和
町
）

こ
と
ば
の
輝
き

優
秀
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞

髙
柴　
　

桜（
八
幡
小
１
年
）

優
秀
賞

森
田　

好
晴（
峰
田
小
４
年
）

堀
田　

有
沙（
庄
原
中
３
年
）

み
ん
な
の
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル

●
新
聞
感
想
文
の
部

最
優
秀
賞

加
藤　

正
樹（
比
和
中
３
年
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
新
聞
の
部

最
優
秀
賞

石
田　

晴
香（
高
野
中
２
年
）

童
謡
歌
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
ｉ
ｎ
さ
く
ら
ぴ
あ

決
勝
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会

（
12
月
23
日・廿
日
市
市
）

河
合
賞

切
田　

光
星　
（
東
小
４
年
）

広
島
県
雪
合
戦
大
会

（
２
月
４
～
５
日・庄
原
市
）

●
一
般
の
部（
Ｆ
リ
ー
グ
）

第
３
位

雪
村
時
代（
高
野
町
）

農
大
Ｓｎｏｗ
Ｍａｎ（
是
松
町
）

第
５
位

Ｃ
Ｃ
Ｄ（
東
本
町
）

●
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

第
３
位

Ｃ
Ｃ
Ｄ
48（
東
本
町
）

美
異
茄
子（
高
野
町
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

準
優
勝

高
野
雪
合
戦
部
青（
高
野
町
）

第
３
位

高
野
雪
合
戦
部
赤（
高
野
町
）

総
領
少
年
野
球
部
Ｂ（
総
領
町
）

※
該
当
す
る
方
の
情
報
は

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
９

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
２
月
号
の
24

㌻
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。次
の

と
お
り
訂
正
す
る
と
と
も
に
、深

く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

西
日
本
小
学
生
ス
キ
ー
大
会

●
男
子
大
回
転
の
部

高
学
年
男
子
の
部　

優
勝

田
邉　

謙
介（
東
城
小
６
年
）

第
５
位

杠　
　

翔
希（
比
和
小
４
年
）

低
学
年
男
子
の
部　

準
優
勝

松
浦　

祐
汰（
東
城
小
３
年
）

コラボレーション事業展示のご案内
　３月１６日に発売される、オリジナルアニメＤＶＤ付きコ
ミックスの映像や、庄原青年会議所主催で１２月に開催
された『瀬尾公治マンガ教室』の内容などを市役所市
民ホールで展示紹介します。

３月２７日（火）～４月６日（金）　８時３０分～１７時３０分

商工観光課観光定住係　☎０８２４−７３−１１７９

と　き

問い合わせ

確定申告は

e-Taxで自宅から申告・納税！
皆さん、確定申告はもうお済みで
しょうか。平成 23 年分の所得税の
確定申告を、本人の電子署名と電子
証明書をつけて、申告期限内に
e‐Tax で行うと、
①所得税額から最高 4,000 円の税
額控除を受けることができます。
②添付書類の提出を省略できます。
③還付金がスピーディーです。

●問い合わせ　
庄原税務署　☎0824-72-1001
　　　　　　〔音声ガイダンスに従って「2」を押してください〕

税務課市民税係　☎0824-73-1146　または各支所市民生活室

詳しい情報は e-Tax ホームページへ でイータックス 検　索

本市出身の漫画家瀬尾公冶さんが週刊少年マガジ
ンで連載中の漫画『君のいる町』
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★４月の展示案内★
洋画家 濱田昭法 作品展（広島市在住）
８日（日）～ 10 日（火）10 時～ 17 時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
　※�展示を希望される団体（または個人）はお申
し込みください。使用料はいりません。

広報日記
　市の情報は広報紙や行政文書などでお伝えし
ていますが、情報伝達・取得の即時性という面で
ホームページは優れており、特に災害などの緊急
時に果たす役割はとても大きなものになります。今
回のリニューアルによって多くの面が改善されてい
ますので、チェックしてみてください。ただ、この日記
を書いている時点で、広報紙のページを移行する
作業が手付かずのまま･･･。リニューアルまでに間
に合わせねば（汗）。奥

毎月９日は、しょうばら九日市
出店者募集中！あなたのお店を開こう。
毎月20日が出店申込締め切りです。
申し込みは　交流サロンラッキー

☎0824-72-0075
　　　と　き　4月９日（月）10 時～ 14 時
　　　ところ　中本町商店街周辺
　　　　　　　（のぼりが目印）
詳しくはHPでhttp://kunchi-ichi.main.jp

休日診療のご案内

●庄原地域
月　日 診療所名 電話番号

３月 11 日（日） 藤野医院 ０８２４－７２－４６４６
18 日（日） 毛利医院 ０８２４－７２－２８６３
20 日（火） 戸谷医院 ０８２４－７２－３１３１
25 日（日） 児玉医院 ０８２４－７２－０１４７

●東城地域
月　日 診療所名 電話番号

３月 11 日（日）こぶしの里病院 ０８４７７－２－５２５５
18 日（日） 日伝医院 ０８４７７－２－２１８０
20 日（火） 三上クリニック ０８４７７－２－１１５１
25 日（日）こぶしの里病院 ０８４７７－２－５２５５

３月の休日診療については、次のとおりです。

☎0824-75-4411

しょうばら九日市

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報BOX

4月

　女性は、思春期、妊娠･出産期、更年期、老年期と、生涯を通じて
女性ホルモンの影響を受けやすく、心と身体にさまざまな変化が生じ
ます。
　健康で充実した日々 を過ごすためには、まず「自分の身体を知るこ
と」が大切です。不調を感じた時は、早めに婦人科など医療機関を
受診しましょう。

３月・４月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

※飼い犬・猫の引き取りは有料です。

犬・猫の引き取り
問環境政策課　☎0824-72-1398

問女性児童課　☎0824-73-1243
男女共同参画コーナー

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？
あなたの不安な気持ちをお話ください。
〈〈家族や友人が心配な方もご相談できます。〉〉

人の動き
平成24年１月末日現在

[住民基本台帳登載人口]
人口　３９，７７８人（前年比−７３２人）
男　　１８，９１１人（前年比−３４３人）
女　　２０，８６７人（前年比−３８９人）
世帯数　１５，８８１世帯（前年比−１７９世帯）
[外国人登録人口]
○人口　３１４人（前年比−７人）

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課庶務係　　☎ 0824-73-1197

ふれあい市長室の日程
問情報政策課広報広聴係☎0824-73-1159

とき　　４月１４日（土）９時～１２時
ところ　比和支所
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、
事業担当課へお願いします。

引き取り日 時　　間 場　　所
庄原
地域 毎月第２･４水曜日

３月１４日・２８日
４月１１日・２５日

９：００～９：３０ 市役所車庫

東城
地域 １０：４０～１１：１０ 東城支所

正面駐車場

健康で充実した生活を過ごすために
３月１日～８日は、「女性の健康週間」です。

広島県西部こども
家庭センター

☎082−254−0391 月～金
10:00～ 17:00

休日夜間電話相談
☎082−254−0399

月～金
17:00～ 20:00
土日祝
10:00～ 17:00

広島県北部こども
家庭センター

☎0824−63−5181
（代）内線2313

月～金
10:00～ 17:00

庄原市役所 女性児童課 男女共同参画係
☎０８２４−７３−１２４３（月～金 ９：００～１７：００ 年末年始・祝日除く）

【３月～４月のイベント情報】

▼展示・その他
○～復興への祈り～
福を呼ぶ椿とふくろう展
　とき　４月１５日（日）まで
※東北で被災された作家さんも参加

【営業時間の変更】
　閉館時間：１７時（３月末日まで）
　※朝どり市は通常通り１６時

と　き　３月２６日（月）
　　　　１２時１５分～５５分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　浜本恵康・矢野吉晴
　　　　（ピアノデュオ）
曲　目　�ドボル・ザーク作曲　スラブ舞曲より
　　　　�ピアソラ作曲　ミケランジェロ７０　ほか
浜本恵康・・・エリザベト音楽大学器楽学科卒業後、イタ
リアのトリノ国立音楽院に留学。日本各地で「２台のピア
ノによるコンサート」を行う。現在、広島大学大学院教育
学研究科教授ほか。（広島市在住）
矢野吉晴・・・エリザベト音楽大学器楽学科卒業。ソロ・
ピアノデュオを中心に室内楽・伴奏など多数のコンサート
に出演。現在、青森明の星短期大学で学生を指導。（青
森在住）

問生涯学習課文化振興係☎0824-73-1189
市役所ロビーコンサート

　これは昭和１６年ごろに登場した、真空管式の「高周波１段付再
生式ラジオ受信機」、略称「高１ラジオ」で、個人が組み立てたもの
です。木製キャビネットに真空管４本（４球）の受信部が収まり、電
源は家庭用の１００Ｖです。キャビネット正面には選局と再生用ツマミ
があり、右側面に電源スイッチが付いています。
　このラジオを聴くには、かなり難しい操作が必要です。選局ツマミ
で選曲しながら再生ツマミを回し、「ピー・ギャー」という音が消えて最
適な音が出るよう微妙な調整を行います。この「ピー・ギャー」は、電
波として発射され近所のラジオに妨害を与えました。山間の備北地
域では電波が弱いため、長いアンテナとアースが必要でした。当時
は大小２０社以上のラジオ製作会社がありましたが、この「高１ラジ
オ」は一般の人も部品を集めて組み立てていました。当時の価格は
メーカー品で４０円から１００円くらいでしたが、手作りしたものは半額
程度でした。
　鉱石式から始まったラジオは、真空管を使って性能が向上してき
ましたが、昭和２３年になると、駐留軍の命令によって再生式受信機
の製造が禁止され、より
高性能なスーパー方式の
“５球スーパーラジオ”
が普及します。
　高１ラジオが登場した
当時はＮＨＫ放送のみで
したが、昭和２６年から
は、民間放送局が順次
開局（中国放送は、昭和
２７年）しました。昭和２９
年に短波放送、昭和４４
年には音質の良いＦＭ
放送が始まり、ラジオは多
機能で小型・高性能なも
のに進化していきました。

献血をつぎのとおり実施します。皆さんのご協力をお願いします。
実施日 会　場 受付時間

３月２７日（火） 東城支所 １０時～１１時３０分
１２時３０分～１５時

献血のご案内
問保健医療課医療予防係☎0824-73-1155

年代でみる女性の健康
【１０代】
女性ホルモンの分泌が多くなり、
身体が完成する大事な時期。無理
なダイエットは、健全な成長の妨げ
になるので注意！

【２０～３０代】
就職、結婚など環境の変化や、妊
娠・出産など身体的な変化の大き
な時期。乳・子宮頸がんのリスクが
増加するので、定期的な検診を。

【４０～５０代】
卵巣機能が低下し、５０歳前後で
閉経を迎える。更年期と呼ばれる
この時期は、ホルモンの急激な変
化に心身が対応できず不調が生じ
ることも。

【６０代～】
女性ホルモンの分泌が停止し、生
活習慣病の悪化や骨粗しょう症の
リスクが高まる。

口和郷土資料館 ☎0824-87-2230
開館日　月・木・土　9時～17時

昭和１２年の部品カタログ

使用されているＳＴ型真空管大きさ：24㎝（高さ）、34㎝（幅）、20㎝（奥行
き）、5 ｋｇ（重さ）

高１ラジオ
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Vol.34 塩原のひな壇飾り

（平成 23 年３月５日撮影）

　これは、東城町塩原で毎年お目見え
するひな壇飾りです。同地域では、明治
から昭和初期にかけて、子どもが生まれ
たとき、男子は三次人形、女子はひな人
形を贈り祝っていたそうです。同地域の
老人会の皆さんが中心となって、各家に
伝わるそれらの人形を毎年３月２日に一
同に飾り、ひなまつりを行っているそう。約
１２０体のおひなさまは圧巻です。

安藤　直実（上原町）

メール会員募集 !!
中国電力㈱三次営業所では電化に関するお得
情報をメールでお知らせするサービスを開始
しました。
今すぐ下記のコードからお申し込み下さい。
お待ちしています！

３月
12日（月）・15日（木）・22日（木）
23日（金）・27日（火）・28日（水）

４月
12 日（木）・1３日（金）・18 日（水）
19 日（木）・23 日（月）・24 日（火）

電化キッチン体験教室日程

■場所・時間　中国電力㈱三次営業所
　　　　　　　ふれあい教室   10 時～ 13 時 30 分
■申し込み先　営業課　担当：船頭・佃　☎0824-62-7221
　　　　　　　受付時間 平日 9:00 ～ 17:00（土日祝日を除く）

パソコン・スマートフォンのお客さまは次
のアドレスへ空メールを送って下さい。
273g3r@a03.hm-f.jp

無料!

庄原産の食材を扱うお店を応援します！

庄原市平和町 478－1
0824-74-1583
9:00 ～ 20:00（ラストオーダー 19:15）
水曜日

☆店主の滝口孝浩さんに聞きました☆

●なぜ、地産地消推進店に登録しようと思ったのです
か？
以前から、自家製の米や野菜、山内青空市場で購入し
た新鮮野菜など、庄原産の食材を使用することを心
がけてはいましたが、なかなかアピールする場がな
かったので、とてもよい機会だと思い登録させてい
ただきました。

●お店のこだわりは？
できるだけ手作りの料理をご提供できるよう、毎日仕
込みを頑張っています。
現在、当店でお客さまに食べていただいているお米
は、『安心！広島ブランド』特別栽培農産物認証の肥料
に竹パウダーを使用した減農薬米です。

●皆さんへひと言
定食は 600 円～ 1,200 円でご用意しております。
お気軽にご来店いただけたらうれしいです。

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎0824-73-1255）まで。
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登録
第5号店カフェ・ごはん くにごろうくん

                                            
米・卵・椎茸・自家製野菜・
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